
子育てを手伝ってほしい人　　　　　　子育てを手伝いたい人

ファミリーサポートセンター
会 員 募 集 中

 南阿蘇村社会福祉協議会　   ６７－０２９４／     67-2317

ファミリーサポートセンターとは…

利用日・時間
※年末年始
　（12月29日～1月3日）休み

1時間当たりの料金
700円
800円

平日（月曜日～金曜日）　午前7時～午後7時

土曜日、日曜日、祝祭日　午前7時～午後7時

まず は お 気 軽 にお 問 い 合 わ せくださ い！

☎

学校・保育所等の
休日時の預かり

冠婚葬祭や乳幼児連れで
出掛けにくい時の預かり

学校の放課後の預かり など

1.

2.

3.

こんな時にご利用できます

　地域において、子育ての手助けをしてほしい人（依頼会員）と子育ての手
伝いをしたい人（協力会員）で作られる会員組織です。子育て家族が安心し
て子育てと仕事の両立ができるよう相互援助活動を行います。
　また、利用する時は、事前に会員登録が必要となります。

南阿蘇村在住で、子どもを預けたい方
（生後３か月から小学生までの保護者）

南阿蘇村在住で、自宅で子どもを預かることがで
きる方（成人以上概ね70歳未満の心身ともに健康
な方）※活動前に講習会を受講してもらいます

依頼会員、協力会員の両方を兼ねる方

依頼会員

両方会員

協力会員

依頼会員 協力会員
両方
会員

会員になるには

編集・発行 社会福祉法人 南阿蘇村社会福祉協議会　　TEL 0967-67-0294／FAX 0967-67-2317
https://www.asoyamabiko.jp/minamiaso/

　新型コロナウイルス感染症は未だ収束の見通しが立たない状況にあ
ります。人と人が接することを控えるなど、私たちの暮らしは大きく変
化してきています。こうしたコロナ禍の中でも、やまびこネットワーク活

動では、各行政区で工夫され見守り活動やサロン活動など実施いただいており、地域を思う
気持ちを強く感じております。
　社協では、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるために、地域の皆様に寄り添いなが
ら、更なる地域福祉活動の推進に取り組んでいきたいと思います。

あとがき

みんなみんなの　みなみちゃん

ホームページリニューアルしました！皆様に分かりやすい情報発信をしていきます。
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単位：千円

収　入
1７７,３４５

基 本 理 念主 な 事 業

重 点 事 業

令和３年度 法人会計予算

「第３期地域福祉活動計画」　（令和３年度～令和７年度）
　計画実現に向けて各種事業を南阿蘇村・関係機関・団体と協働して進めていきます。

「福祉事業の安定経営の確立」
　将来にわたる地域の福祉ニーズにこたえるため、事業や財務の内容を検証し、改善を行い、社会福祉事業の経営の    
　安定を図ります。

「生活困窮者自立支援事業の推進」
　生活困窮に至るおそれのある方に対し、生活の困りごと全般にわたり相談支援を行い、関係機関や他制度を活用しなが
　ら、支援プランに基づいた継続的な支援を実施し、自立の促進を図ります。 

「地域支援活動事業」
　村内において様々な生活課題を抱えた方の早期発見に努め、各関係機関と連携を図り、支援や見守り活動を通じて
　重層的支援を行います。 

「やまびこネットワーク事業の拡大」
　地域全体での見守りや、高齢者への社会参加等を促す仕組みづくり。ひきこもりがちな高齢者、健康に無関心な方への
　働きかけを行い、高齢者が参加しやすい地域のサロンを利用して、健康寿命を延ばすために、高齢者の予防・健康づく
　りを実施します。

●役員会・評議員会の開催
本会の運営と事業経営を確実に、適正に、また効 
果的に推進するために必要な予算・決算、事業計
画・報告等を審議・決定する会議等を開催
●財政基盤の強化 （自主財源の確保）
●地域福祉活動計画（第３期南阿蘇村地域福祉
　活動計画の実践と内容を周知）
●情報公開の推進（広報紙とホームページで
　組織・事業・財務状況等の情報を開示）　

●阿蘇やまびこネットワーク事業
 ⑴小地域（行政区単位）ごと
　 のネットワーク活動事業の　　
　 推進
 ⑵近隣同士の見守り声かけ
　 支援の推進
●阿蘇ブロック社会福祉協議会連合会活動
 ⑴事務局運営（令和3・４年度）
 ⑵阿蘇ブロック事業への参画等
●災害ボランティアセンター設置推進事業
 ⑴災害ボランティアセンター設置訓練や防災
　 ボランティア研修会の開催
 ⑵近隣住民をはじめ関係団体との連携等
●ボランティア活動の推進
 ボランティアセンターの運営
 ⑴ボランティア連絡協議会への活動支援
 ⑵みなみあそボランティアまつりの開催
 ⑶ボランティア養成講座の開催等

 
●福祉教育推進事業
 ⑴ボランティア協力校の
 　指定並びに活動支援
 ⑵ワークキャンプ事業の
 　推進
●心配ごと相談事業
 法律相談　毎月１回（８月・１２月を除く）
●広報活動
 ⑴南阿蘇社協だよりの発行 年６回全世帯に配布
 ⑵ホームページの運営
●生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業）
●地域福祉権利擁護事業

●人材育成事業
 ⑴救急法講習会
 ⑵健康生活支援講習会
 ⑶幼児安全法講習会
 ⑷実習生の受け入れ等
●一日親子ふれあい事業の実施
●南阿蘇村
　福祉運動会の開催

●とまりがけサービス事業（年６回開催）
●ファミリーサポートセンター事業（村受託事業）
●生活困窮者自立相談支援事業（県社協受託事業）
●地域支援活動事業（地域共生社会の取組）
●共同募金・日本赤十字事業の事務局運営

●地域包括支援センター（村受託事業）
 ⑴総合相談支援業務
 ⑵権利擁護業務
 ⑶包括的・継続的ケアマネ
　 ジメント支援業務
 ⑷介護予防支援事業等
●介護保険事業の実施
 ⑴訪問介護事業
  （ホームヘルプサービス事業）
 ⑵通所介護事業
  （デイサービス事業）
 ⑶居宅介護支援事業
  （介護の相談・ケアプラン作成）
●介護予防・日常生活支援総合事業
 ⑴訪問型サービス（要支援１・２と認定された方、事業対象者）
 ⑵通所型サービス（　　　　　　　 〃                   　）
●障害福祉サービス事業の実施
 障害福祉サービス事業（居宅介護・重度訪問介護）
●介護予防事業の受託
 ⑴外出支援サービス事業（村受託事業）
 ⑵食の自立支援事業（村受託事業）
 ⑶認知症対策事業送迎業務（村受託事業）
●在宅介護
 介護用品支給事業（村受託事業）
●地域生活支援事業
 移動支援事業（村受託事業）

住民参加・協働による
福祉のむらづくり

地域福祉ニーズに
対応したサービスづくり

地域での自立生活を
支援する体制づくり

地域福祉ニーズに 地域での自立生活を

基本
目標
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令和３年度 南阿蘇村 社会福祉協議会事業計画
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予備費支出
50　0.03％事務費支出

11,683
6.59%

サービス区分間
繰入金支出
9,123　5.14%

その他の活動
による支出
5,903　3.33%

助成金支出 
2,240　1.26%

積立資産支出
1,150　0.65%

拠点区分間繰入金支出
720　0.41％

固定資産取得支出
500　0.28%

分担金支出
420　0.24%

サービス区分間
繰入金収入
9,123　5.14%

前期末支払資金残高
15,845　8.93%

寄附金収入
3,000　1.69%

会費収入
2,500　1.41% 拠点区分間繰入金収入

720　0.41%

障害福祉サービス等事業収入
1,210　0.68%

事業収入
416　0.23%
その他の収入
73　0.04％

受取利息配当金収入
3　0.002％

単位：千円

支　出
1７７,３４５

介護保険事業収入
86,775
48.93%

経常経費補助金収入
48,487　27.34%

受託金収入
9,193　
5.18%

人件費支出
121,647
68.59%

事業費支出 
23,909
13.48%
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やまびこネットワーク事業

ボランティアまつり

ワークキャンプ事業

ボランティア養成講座

福祉運動会

健康生活支援講習会
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安 心 し て 楽 し く 豊 か に 暮 ら せ る 支 え 合 い の 南 阿 蘇

「本村に住む
すべての人々が
助け合いながら、
自分らしく心豊かに
くらしていける」
村づくり

❸ ❷



65歳以上　4,348人
　（男性　1,939人　　女性　2,409人）

高齢化率　42.11%

南阿蘇村  人口ピラミッド

南阿蘇村　全人口　男性……5,014人
　　　　　　　　　女性……5,311人
　　　　　　　　　計……10,325人

(住民基本台帳より)
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あ～やまびこネットワークに使われとるとな～。
私たちの地区でもサロンやら、ありよるもんな～。

区長さんが、会費のお願いにきたばってん、
どぎゃんこつに使われとるとな？

安心して楽しく豊かに
暮らせる支え合いの
南阿蘇を目指します

南阿蘇やまびこネットワーク活動を
　　　全行政区に！

立ち上げや内容について等
気軽にご連絡ください。

【サロン活動】 ふれあい広場にて、グラウンドゴルフを開催し、２０名程度
の参加がありました。コロナ禍で、１回の開催になりましたが、多くの方に
集まっていただき、日頃なかなか顔を合わせることができない人もやまび
こネットワーク活動を楽しみにしておられ、楽しい時間を過ごしています。

【見守り・声かけ活動】 一人暮らしの方が増えた為、定期的に訪問し、声か
けを行ったことで、元気になられたように感じました。今年も見守り・声か
け活動を行いたいと思います。

【振り返りとこれから】コロナ禍で、やまびこネットワーク活動を実施するか迷いまし
たが、コロナ対策をしたうえで、地区の方に協力してもらい開催することができまし
た。皆さんとても喜ばれ楽しむことができたと思います。
今年もコロナ禍が続きますが、しっかりと感染対策を心がけ、工夫しながらやまびこ
ネットワーク活動を通じて、７駐在区で安心して暮らしていけるよう隣近所の声掛け
や見守りなど支え合いのしくみづくりを皆さんと取り組んでいきたいと思います。

 やまびこネットワーク事業とは・・・
　小地域（行政区単位）を基盤とし、住民参
加と協力により、一人暮らし高齢者をはじ
め、援護が必要な方が住み慣れた地域で安
心していきいきと生活できるよう近隣の住
民が地域ぐるみで見守り・支え合い・助け合
う地域づくりを推進しています。
　又、各関係機関との連携やネットワーク
の構築を図ります。

＊見守り・声かけ活動

　民生委員児
童委員や近隣
の住民、協力
者の方が自宅を訪問し、声かけ・見守り活
動を展開しています。

＊ふれあいいきいきサロン

　地域の身近
な公民館等を
利用して、ふ
れあいの場を設け、さまざまな楽しいプロ
グラムで仲間づくりを図り、地域の中での
孤立や閉じこもり、また認知症や寝たきり
などの介護予防を目的としています。

区長　今 村 清 士 

ふみばあちゃんの 教えて福祉ふみばあちゃんの 教えて福祉
社協会費って何に使うの？

よ～分かったばい。皆で助け合うこつは、
いつの時代でん、大切なこつたい。

そんなら、私達が納めた会費は、南阿蘇村で暮らす
私達のしあわせのために使われとるてこつたいね～。

皆さまからいただいた会費は、やまびこネットワーク事業や、
村内の小・中学生を対象にした福祉教育など地域福祉活動
に役立てられていますよ。

そうなんです。住み慣れた南阿蘇でお互いに助け合いなが
ら、安心して心豊かにくらしていけるよう、地域福祉活動を
支えるための資金としてとても貴重な財源です。会費を納め
ていただくことで、皆さん一人ひとりが福祉活動に参加して
いることになりますよ～。

やまびこ
ネットワ

ーク

活動紹介
第７駐在区令和２年度

●会費の納入方法●会費の種類
・一般会費／年額 1,000円
・賛助会費／年額 2,000円

区長様を通じてお願いしております。会費の
募集に来られた際は、募集員の方へ会費をお預
けください。また、区費から一括して納入され
る行政区もあります。

●会費納入のお願い

令和3年度

　南阿蘇村社会福祉協議会では、地域の一人ひとりに目を向けな
がら、身近な地域で安心して未来に希望が持てる地域づくりを目指
しています。それには、安定した事業資金の確保が必要となるため、
毎年村民の皆さまに“社協会費”の納入をお願いしております。
　皆さまの温かいご協力をよろしくお願いいたします。

　南阿蘇村社協では、毎年人口ピラミッドを作
成しています。令和3年3月末現在で、65歳以
上 の 方 が 4 , 3 0 0 人 を 超 え 、高 齢 化 率 は
42.11％となり、行政区によっては、2人に1人
の方がお年寄り（高齢者）となります。この様な
状況下、村内においても、家族の支える力が弱
まる中、地域の中で支え合う、共助の取組が
益々重要となります。

7月は
「社協会費
推進月間」

南阿蘇村社会福祉協議会会費ご協力のお願い
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☎0967-67-0294
施設利用の申込 南阿蘇村社会福祉協議会

　５月１１日（火）に日赤熊本県支部の坂本先生をお招きし、職員を対象とした「救急法講習会」を開催しま
した。２名一組になり、正しい胸骨圧迫の仕方やＡＥDの使用方法を学びました。いざという時に迅速な対
応ができるよう今後も定期的に講習会を開催し、職員の救命技能の維持、向上に努めてまいります。

職員救急法講習会を開催いたしました。
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間
程
度
歩
く
こ

と
、ま
た
野
菜
の
水
や
り
を
し
な
が
ら
収

穫
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

☆
日
記
を
つ
け
た
り
、漢
字
が
わ
か
ら
な
い
と
き

は
調
べ
た
り
と
、自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。と
、と
て

も
優
し
い
笑
顔
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

第５駐在区  浅尾 孝一 さん
           昭和５年５月２５日（９１歳）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

南阿蘇村社会福祉協議会
ふれあいサロン

ふれあいサロンをご利用されたい方はご連絡ください。

お 知 ら せ

作
業
依
頼
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す

シルバー人材センター会員募集シルバー人材センター会員募集

会員になるには

こんな仕事があります

◎南阿蘇村に在住する、
　原則６０歳以上の方で
　健康で働く意欲のある方。
◎センターの趣旨に賛同した
　方で、入会申込書を提出し
　た方。

◎草刈り・草取り（庭清掃）
◎施設の管理
◎和洋裁
◎庭木剪定や消毒
◎事務所や店舗の清掃

◎ガラス吹きや掃除
◎農作業の手伝い
◎倉庫の整理
◎家具修理
◎事務補助　など

仕事をしていただく仕組み
シルバー人材センターが引き受け
た仕事を会員が完成又は遂行し、
センターから配分金（報酬）を受け
取ります。

南阿蘇村シルバー人材センター   ＴＥＬ ： ０９６７－６７－０２９４

あなたの入会を
お待ちしています。

お問合せ

シルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センターシルバー人材センター
働く高齢者の

豊富な知識・経験を
ご活用ください

令和３年１０月1０日（日）　AM１０：００ 試験開始（AM9：45までに着席）　
熊本市内の大学等を予定しています。　
※受験される試験会場は、受験票に記載してお知らせします。
　受験票で指定された試験会場以外での受験はできません。

保健、医療、福祉の所定の分野で通算５年以上の期間、かつ日数が
９００日以上の実務経験を有する方　（詳細は「試験案内」に記載）
⑴配付期間
　令和３年６月1日（火）～令和３年６月３0日（水）
⑵配付場所・配付方法
　ア 窓口での配付　※2か所で配付します　※月～金曜まで（祝日を除く）
　　熊本県社会福祉協議会 熊本県福祉人材・研修センター（「試験事業者・問い合わせ先」参照：AM9：００～PM５：00）
　　熊本県認知症対策・地域ケア推進課（熊本県庁新館4階：AM８：３０～PM５：１５）

　イ 郵送での配付　※受付期間　５月２０日（木）～６月２１日（月）
　　受験予定者からの請求に基づき、熊本県社会福祉協議会 熊本県福祉人材・研修センターから直接、
　　郵送により配付します。（請求方法は、下記HPを参照ください。）
令和３年６月１日(火)～６月３０日(水) 消印有効
受験の申込みは受験申込専用封筒（「試験案内」の末尾に折り込み）で簡易書留扱いにし、下記
申込先に郵送してください。 ※持参での申込みは、紛失防止等のため受け付けません。
⑴金　　額　10，0００円 （試験問題料金を含む）
⑵納付期限　６月３０日(水)　※６月３０日(水)までに払い込まれ、日付印のあるものが有効です。
　　　　　　　　　　　　　　※７月１日(木)以降の日付印のあるものは受け付けません。
⑶納付方法　「試験案内」の末尾に綴じ込みの５連払込書用紙を使用してください。
本試験の合格者を対象に、介護支援専門員実務研修を実施します。

⑴研修日程　令和４年１月～５月に研修１５日間及び実習３日間の予定です。
⑵実施方法　オンラインを主体とした研修になります。

実務研修受講試験のお知らせ
介護支援専門員実務研修受講試験は、熊本県知事の指定を受け、次の要領で実施します。

社会福祉法人熊本県社会福祉協議会　熊本県福祉人材・研修センター
〒８６０-０８４２　熊本市中央区南千反畑町３番７号　熊本県総合福祉センター４階
ＴＥＬ. ０９６-３２２-８０７７　ＦＡＸ. ０９６-３２４-５４６４
熊本県社会福祉協議会ホームページ　（　http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/　）

試験事業者・問合せ先 (熊本県知事指定試験事業者)

実施要領
令和3年度
熊本県介護支援専門員

※土曜日・日曜日及び祝日を除くAM９：００～PM５：００まで対応します。

1.

2.

3.

4.

6.

7.

試験日時

5. 受験申込書受付期間

試験会場

受験対象者

試験案内

受験申込方法

受験手数料

8. 実務研修の予定



子育てを手伝ってほしい人　　　　　　子育てを手伝いたい人

ファミリーサポートセンター
会 員 募 集 中

 南阿蘇村社会福祉協議会　   ６７－０２９４／     67-2317

ファミリーサポートセンターとは…

利用日・時間
※年末年始
　（12月29日～1月3日）休み

1時間当たりの料金
700円
800円

平日（月曜日～金曜日）　午前7時～午後7時

土曜日、日曜日、祝祭日　午前7時～午後7時

まず は お 気 軽 にお 問 い 合 わ せくださ い！

☎

学校・保育所等の
休日時の預かり

冠婚葬祭や乳幼児連れで
出掛けにくい時の預かり

学校の放課後の預かり など

1.

2.

3.

こんな時にご利用できます

　地域において、子育ての手助けをしてほしい人（依頼会員）と子育ての手
伝いをしたい人（協力会員）で作られる会員組織です。子育て家族が安心し
て子育てと仕事の両立ができるよう相互援助活動を行います。
　また、利用する時は、事前に会員登録が必要となります。

南阿蘇村在住で、子どもを預けたい方
（生後３か月から小学生までの保護者）

南阿蘇村在住で、自宅で子どもを預かることがで
きる方（成人以上概ね70歳未満の心身ともに健康
な方）※活動前に講習会を受講してもらいます

依頼会員、協力会員の両方を兼ねる方

依頼会員

両方会員

協力会員

依頼会員 協力会員
両方
会員

会員になるには

編集・発行 社会福祉法人 南阿蘇村社会福祉協議会　　TEL 0967-67-0294／FAX 0967-67-2317
https://www.asoyamabiko.jp/minamiaso/

　新型コロナウイルス感染症は未だ収束の見通しが立たない状況にあ
ります。人と人が接することを控えるなど、私たちの暮らしは大きく変
化してきています。こうしたコロナ禍の中でも、やまびこネットワーク活

動では、各行政区で工夫され見守り活動やサロン活動など実施いただいており、地域を思う
気持ちを強く感じております。
　社協では、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるために、地域の皆様に寄り添いなが
ら、更なる地域福祉活動の推進に取り組んでいきたいと思います。

　新型コロナウイルス感染症は未だ収束の見通しが立たない状況にああとがき

みんなみんなの　みなみちゃん

ホームページリニューアルしました！皆様に分かりやすい情報発信をしていきます。
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